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2－2　Estimation of Net Foreign Sales
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Table 1　Japanese Trade Balance versus Net Foreign Sales of Manufacturing, 2004
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2－3　Data Constraint
　

(1)　 Inconsistency between MOF data and 
METI data

　

(2)　Data coverage on METI data
　

(3)　 The percentage share of ownership of 
the affiliated companies

　

(4)　 Double counting of economic activities 
in the sales data
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2－4　Extension to Three Areas’ Case
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Table 2　Net Exports versus Net Foreign Sales by Area, 2004 (US$ billion)
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Figure 3　Net Exports versus Net Foreign Sales



4－3　Competitiveness by Industry
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５. Concluding Remarks
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Table 3　Net Exports and Net Foreign Sales by Area and Industry, 2004 (US$ billion)
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創刊のことば
　社会科学の研究と社会的実践における統計の役割が大きくなるにしたがって，統計にかんす
る問題は一段と複雑になってきた。ところが統計学の現状は，その解決にかならずしも十分で
あるとはいえない。われわれは統計理論を社会科学の基礎のうえにおくことによって，この課
題にこたえることができると考える。このためには，われわれの研究に社会諸科学の成果をと
りいれ，さらに統計の実際と密接に結びつけることが必要であろう。
　このような考えから，われわれは，一昨年来経済統計研究会をつくり，共同研究を進めてき
た。そしてこれを一層発展させるために本誌を発刊する。
　本誌は，会員の研究成果とともに，研究に必要な内外統計関係の資料を収めるが同時に会員
の討論と研究の場である。われわれは，統計関係者および広く社会科学研究者の理解と協力を
えて，本誌をさらによりよいものとすることを望むものである。
　　　　　 年 月

経 済 統 計 研 究 会

経 済 統 計 学 会 会 則
第 条　本会は経済統計学会（ ）という。
第 条　本会の目的は次のとおりである。

．社会科学に基礎をおいた統計理論の研究　　 ．統計の批判的研究
．すべての国々の統計学界との交流　　　　　 ．共同研究体制の確立

第 条　本会は第 条に掲げる目的を達成するために次の事業を行う。
．研究会の開催　　 ．機関誌『統計学』の発刊
．講習会の開催，講師の派遣，パンフレットの発行等，統計知識の普及に関する事業
．学会賞の授与　　 ．その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 条　本会は第 条に掲げる目的に賛成した者をもって組織する。入会に際しては会員 名の紹介を必要とし，
理事会の承認を得なければならない。会員は所定の会費を納入しなければならない。

第 条　本会の会員は機関誌『統計学』等の配布を受け，本会が開催する研究大会等の学術会合に参加すること
ができる。
　前項にかかわらず，別に定める会員資格停止者については，それを適用しない。

第 条　本会に，理事若干名をおく。
　理事から組織される理事会は，本会の運営にかかわる事項を審議・決定する。
　全国会計を担当する全国会計担当理事 名をおく。
　渉外を担当する渉外担当理事 名をおく。

第 条　本会に，本会を代表する会長 名をおく。
　本会に，常任理事若干名をおく。
　本会に，常任理事を代表する常任理事長を 名おく。
　本会に，全国会計監査 名をおく。

第 条　本会に次の委員会をおく。各委員会に関する規程は別に定める。
．編集委員会　　　　　　　　　　 ．全国プログラム委員会　　 ．学会賞選考委員会
．ホームページ管理運営委員会　　 ．選挙管理委員会

第 条　本会は毎年研究大会および会員総会を開く。
第 条　本会の運営にかかわる重要事項の決定は，会員総会の承認を得なければならない。
第 条　機関誌の発行等に関する全国会計については，理事会が，全国会計監査の監査を受けて会員総会に報告し，

その承認を受ける。
第 条　会費は年額 円とする。但し，大学院生，その他理事会が適当と認めた会員については， 円とする。

　前項は年度途中で入会した者ならびに退会した者にも適用する。
第 条　本会会則の改正，変更および財産の処分は，理事会の審議を経て会員総会の承認を受ける。
付　則　 ．本会は，北海道，東北，関東，関西，九州に支部をおく。

．本会に研究部会を設置することができる。
．本会の事務所を東京都町田市相原 法政大学日本統計研究所におく。
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執 筆 者 紹 介（掲載順）

稲　葉　和　夫 ⎛
⎝
立命館大学
経済学部

⎞
⎠ 橋　本　貴　彦（島根大学法文学部）

山　田　　　彌
⎛
⎝
立命館大学
経済学部

⎞
⎠ 池　田　　　伸

⎛
⎝
立命館大学
経営学部

⎞
⎠

大　井　達　雄 ⎛
⎝
藍野大学
保健医療学部

⎞
⎠ 𠮷　田　　　忠（経済統計学会）

伊　藤　陽　一 （日本統計研究所）

支 部 名 事　務　局

北　　海　　道 …………
－ 札幌市豊平区旭町 － －

北海学園大学経済学部
　（ － － ）

水野谷武志

東　　　　　北 …………
－ 石巻市南境新水戸

石巻専修大学経営学部
　（ － － ）

深 川 通 寛

関　　　　　東 …………
－ 東京都豊島区池袋 － －

立教大学経済学部
　（ － － ）

岩 崎 俊 夫

関　　　　　西 …………
－ 大阪市住吉区杉本町 － －

大阪市立大学大学院経営学研究科
　（ － － ）

藤 井 輝 明

九　　　　　州 …………
－ 福岡市東区箱崎 － －

九州大学経済学府経済学部
　（ － － ）

加 河 茂 美

編 集 委 員
水野谷武志（北海道） 前 田 修 也（東　北）
山 田 　 茂（関　東）［副］ 光 藤 　 昇（関　西）［長］
山 口 秋 義（九　州）

統　計　学　№97

年 月 日　発行 発 行 所 経 済 統 計 学 会
〒 － 　東京都町田市相原町
法政大学日本統計研究所内

（ ） （ ）

発 行 人 代 表 者　　木 村 和 範
発 売 所 株式会社　　　産 業 統 計 研 究 社

〒 － 　東京都新宿区山吹町 番地
（ ） （ ）

－ ： ＠
代 表 者　　　品 川 宗 典

昭和情報プロセス㈱印刷 Ⓒ経済統計学会



STAT IST ICS

No. 97 2009　September

Articles
　
　　…………………………………………………………………………………… 　（ ）

Note
　
　　…………………………………………………… 　（ ）

Forum
　 ’
　　……………………………………………………………………………………… 　（ ）

Foreign Statistical Affairs
　
　　………………………………………………………………………………………… 　（ ）

Obituaries
　 （ － ）
　　………………………………………………………………………………… 　（ ）
　 （ － ）
　　………………………………………………………………………………………… 　（ ）

Activities of the Society
　 …………………………………………　（ ）
　 …………………………………………………　（ ）
　 ……………………………………………………………　（ ）

JAPAN SOC IETY OF ECONOM IC STAT IST ICS

統　
　

計　
　

学　　
　
　
　
　

第
九
十
七
号
（
二
〇
〇
九
年
九
月
）

経　

済　

統　

計　

学　

会

　 －

統 計 学
第　97　号

論　　文
　
　　…………………………………………………………………………………… 　（ ）

研究ノート
　生産性計測と労働の質
　　…………………………………………………………………… 橋本　貴彦・山田　　彌　（ ）

フォーラム
　杉榮の生涯と理論統計学への貢献：紹介と批評
　　…………………………………………………………………………………… 池田　　伸　（ ）

海外統計事情
　 （インドネシア・バリ島）
　　…………………………………………………………………………………… 大井　達雄　（ ）

追悼
　佐藤博先生を偲んで
　　…………………………………………………………………………………… 𠮷田　　忠　（ ）
　横本宏会員を偲んで
　　…………………………………………………………………………………… 伊藤　陽一　（ ）

本 会 記 事
　経済統計学会第 回（ 年度）全国研究大会……………………………………………（ ）
　投稿規程・執筆要綱・投稿原稿査読要領 ……………………………………………………（ ）
　編集委員会規程……………………………………………………………………………………（ ）

年 月

経 済 統 計 学 会

イロ スミ


